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こどもたちに交通安全を
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(2)第 フ9号

～安全で安心な交通社会の

実現にかける思い～

不日歌山県警察本部長

野 本 靖 之

謹んで新年の御挨拶を申し上げます。

皆様におかれましては、輝かしい新年をお迎えのことと存じ

ます。また、平素から交通行政はもとより、各般の警察行政に

わたり、深い御理解と御協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。

昨年を振り返りますと、道路交通法の改正による、幅広い年

齢層が利用する自転車に関する新たな交通ルールの整備や、特

定小型原動機付自転車を始めとする小型モビリティが徐々に普

及の兆しを見せる等、道路交通を巡る情勢が大きく変容を遂げ

つつある中、交通安全協会の皆様を始め、関係機関、団体、企業、

交通ボランティア等多くの方々の御協力をいただきながら、

様々な取組を推進いたしました。

「自転車の安全対策」では、昨年 11日 に施行された自転車運

転中の携帯電話使用 (な がらスマホ)及び自転車の酒気帯び運

転とこれを助長する行為に関する罰則の整備や、一昨年 4月 に

施行されている全ての自転車利用者に対するヘルメット着用

努力義務に関し、自転車利用者が多い中学や高等学校を中心に

安全教育を行うとともに、街頭啓発を始めテレビCMや SNS等
を活用して広く県民の皆様に広報啓発を行ってまいりました。

「歩行者の安全対策」では、令和 4年から取り組んでいる「サ
イン十サンクス運動」を、昨年も、関係機関と連携 して小学校

を中心に展開しました。

その結果、日本自動車連盟 (JAF)が公表 した信号機のない

横断歩道における一時停止率の全国調査の結果を見ると、本県
は36.2%と なり、全国平均の53.0%に は届かないものの、毎
年着実に停止率は上昇してきております。

引き続き、「サイン十サンクス運動」を通 じて県民全体に歩

行者優先意識の向上と横断歩行者の交通事故防止を図ってま

いります。

道路交通情勢は日々変化 しますが、本年もこれまで以上に、

その変化に柔軟に対応しつつ、交通事故抑止総合対策を強力に

推進 していかなければならないと決意を新たにしているとこ

ろであります。

交通安全の根幹は、道路交通を利用する全ての人の「思いや

り」であり、誰もが安全で安心できる交通社会の実現に向け、

引き続き、御支援、御協力をお願い申し上げますとともに、皆

様の御健勝と御多幸をお祈 り申し上げ、新年の挨拶とさせて

いただきます。

わかやまけん交通安全協会だより 令和フ年 (2025年 )新年号

自転車の安全な利用について

和歌山県交通安全協会 会長

松 本 公 望

県民の皆様には、希望に満ちた新たな年を健やかにお迎え

のことと心からお慶び申し上げます。また、皆様には、平素

から交通安全活動に深いご理解とご協力をいただくととも

に、当協会の活動にご支援を賜り、厚くお礼を申し上げます。

さて、当協会におきましては、昨年、交通事故防止のため

の広報啓発活動やこども・高齢者を対象とした交通安全教

室の開催などの各種交通安全活動を積極的に展開してまい

りました。

特に自転車につきましては、一昨年、ヘルメットの着用が

努力義務化されてから、街中でヘルメットを着用して走る

自転車利用者の数も着実に増えてきているように見受けら

れますc

さらに昨年 11月 1日 からは、自転車の酒気帯び運転と運

転中スマー トフォンを持ったまま通話したり画面を見なが

ら運転する行為が処罰の対象となりました。

自転車は誰もが気軽に使用することができる便利な乗り

物ですが、それゆえに、これぐらいならと安易に違反をして

しまう場合も多いようです。

しかし、油断をすると目らのみではなく、他人をも傷つけ

てしまう凶器ともなります。自転車に乗車する際は、ヘル

メットのあごひもを締めると同時に、交通安全に対する気

持ちも引き締め、安全に自転車を利用しましょうこ

また、依然として全国平均より低い、歩行者が信号機のな

い横断歩道にいた時の車の停止率を向上させるため、横断

歩行者の保護を目的とした、サイン+サ ンクス運動を通じ、
こどもや高齢者に優 しい交通環境づくりに力を入れていき

たいと考えています。

当協会におきましては、引き続き、関係機関・団体と連携

を図りながら、各種交通安全活動を展開してまいりますが、

当協会の活動は、県民の皆様に支えていただくことにより

実現できるものでありますので、これからもますますのご

支援ご協力を賜りますよう、心からお願い中し |:げ ます。

終わりになりましたが、本年も県民の皆様にとりまして、

安全で健やかな一年であることを祈念申し上げ、新年のご

挨拶とさせていただきます。

一般財団法人 和歌山県交通安全協会

(岩 出 支 部 長 )

(和歌山北支部長)
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自転車運転中の「携帯電話の使用等」や「酒気帯び運転」に対する罰則規定等が設けられました。(令和 6年 11月 1日施行)
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県自転車安全教育推進委員会と当協会は、御坊自動車

学校において、自転車利用者に対する交通安全教育の推

進を図るため、指導員の認定講習会を開催しましたc

開催エリア内の交通指導員、交通安全母の会会員、自治

体職員等の方々が参加され、講義と実技を通して安全な自

転車利用のための指導方法等を研修していただきました3

乗者は

‐子どもから高齢者まで奏しみながら体験学習でを引 ～

=～ 饂

」こil
蠅■饉

.

電 |「 ,.
‐■な選 卸FO:

yIIIIII

"´

ア~｀.|    .:

暫睾咎
:

喩:ヽ

こ

鳶
蜃顧甕聾鍾轟
|||   |
蠅艤理事:T〒T
:||| ・ 一

(―財 )不□歌山県交通安全協会 事業課
和歌山市西 1番地 交通センター内
‐
TEL 073-472-4668

開館日寺間 :9:00～ 12:00/13:00～ 17:00

休館日 :土・日・祝 (休)日 。年末年始

SDカ ー ドを 持 つて い ま す か ?
SDカードは、無事故・無違反証明書または

運転記録証明書(1通 670円 )の申請者で、
1年以上事故・違反等の記録のない方に発

行しています。
SDワンダくん

全国交通安全年間スローガン ー般部門 佳作 路上駐車 迷惑置いて どこへ行く
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●饉身美済 ●姜老生命共済 ●定期生命丼清 ●定納生饉来済∝ 減期間設定型)● 引受緩拇型黎身共清 ●医療共済 ●31受 崚和型医療共済

□ 目□日)●建物更生実済 ●火災共済 など  儡圏願機諭 ●自動車業済 ●自饉責共済  Cヨ ロE圏菫DO晨 業者薦掟責任美済
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近畿交通安全デー 毎月15日

白転睾の な理転に罰則を新設
||  :・
・
‐■■■■■■・ ■・ .‐■|■■ |‐■‐――■―

違反者は

6ヵ月以下の懲役又は
10万円以下の罰金

1年以下の懲役又は30万円以下の罰金

携帯電話などを手で保持して、自転車に乗りながら

通話したり、画面を注視したりした場合

X 違反者は
3年以下の懲役又は
50万円以下の罰金

3年以下の懲役又は
50万円以下の罰金

2年以下の懲役又は
30万円以下の罰金

自転車の酒気帯び運転のほか、

酒類の提供や同乗・車両の提供に対して|
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歩行者。自転車・ドライブシミュレーターで交通ルール

やマナーを学習できるほか、身体機能も測定できます。
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SDカ ドは安全運転の証′

自動車安全運転センター和歌山県事務所
〒640Ⅲ8313 和歌山市西 1番地 交通センター内
(073)472Ⅱ4433 URL:httP'://www.isdc.or.jP/
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■ 令和 6年 11月 8日 (金 )
■ 和歌山ビッグ愛 (大ホール )

表彰式は、県警察と当協会の共催で、令和 6年の近畿交通栄誉章
(14名 ・3事業所 )、 交通栄誉章「緑十字銅章」 (69名 )の表彰伝
達と県内の交通安全功労者・優良運転者等の表彰を行いました。

県内表彰では、和歌山県警察本部長と和歌山県交通安全協会会長

が永年、無事故・無違反で交通安全に努めている方々や地域の交通

安全の功労のあつた方々 69名と 15団体・学校・事業所に対して
表彰状や感謝状を贈呈しました。

式典の最後に、交通安全宣言として交通安全功労者表彰を受賞さ

れた尾崎好美さんが代表で、「交通安全は、県民全ての願いです。

私たちは、安全で快適な交通社会の実現にむけて県民運動として推

進中の

・ こどもが安全に通行できる道路交通環境の確保と安全な横断歩道

の実践

・ 歩行者優先意識の徹底と「思いやりゆずり合い」運転の励行

・ 自転車・電動キツクボー ド等利用時のヘルメット着用と交通ルー

ルの遵守
0飲酒運転の根絶

に留意して、地域・家庭・学校・職場の皆様方とともに引き続き交

通安全に努めてまいります」と宣言しました。

今回、次の方々が栄えある表彰を受けられました。

近 畿 管 区 警 察 局 長

近畿交通安全協会協議会長

連名表彰伝達

交通安全功労者

全日本交通安全協会長表彰伝達

中 野 BC株 式 会 社

株 式 会 社 西 峰 工 務 店
・■式会社松本コンサルタント紀和支店

優良運転者

木

交通霊二 ..彎書。優農運転書等表彰式
:和 黎

(敬称略、順不同)

優良安全運転管理者
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全国交通安全年間スローガン ー般部門 佳作   ス ピ ー ドと  1焦 る 気 持 ち に  ブ レ ー キ を   交通事故ゼロの日 毎月25日
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資

明

能

年

輝

男

治

明

誠

敦

孝

　

浩

俊

峰

吉

智

保

島

下

下

野

本

原

高

松

久

福

山

森

高

柿

梅

家

高

基

樹

佳

生

輝

次

紀

輔

人

助

学

介

磨

智

諭

夕

剛

光

佑

裕

佳

真

土土
　

康

佑

合

本

山

本

　

垣

際

本

谷

村

木

井

多

落

柳

向

山

森

前

野

岡

杉

中

丸

藤

喜

雄

茂

子

司

男

則

二

郎

実

和

ぶ

紀

子

代

子

ダ

　

　

　

　

　

　

　

の

也

　

津

敏

　

サ

卓

孝

久

洋

寿

　

正

し

千

忠

奈

悦

谷

畑

本

田

崎

和

賀

見

林

　

崎

田

本

　

本

神

谷

岩

池

柴

田

加

敷

松

沖

尾

辻

松

佃

岡

朝比奈 達 也

電源開発株式会社西日本支店

紀  和  事  務  所
株式会社 J―PO耽電Rハイテック

関  西  事  業  所
株式会社 J―POヽ嘔Rハイテック

紀  和  事  業  所
I―POヽVERテレコミュニケーション
サービス株式会社 1喬太営業所

本未 式  会  社  原  組
有 限 会 社 河 村 運 送

株式会ヒ1[=~_建|:リサイクルセンター

和歌山国際セーフティー株式会社

有  限  会  社  千  田
共 栄 電 設 株 式 会 社

和歌山東地区交通安全母の会

岡   崎   分   会
和歌山西地区交通安全母の会

今   福   地   区
日鉄テックスエンジ株式会社

安  全  指  導  班
佐 野 お や じ の 会

和歌山県立和歌山北高等学校

優良運転者

和歌山県警察本部長

和歌山県交通安全協会長

連名表彰

男

至

美

雄

男

信

通

一
雄

賢

子

宏

太

香

次

実

子

也

應

子

次

代

央

富

男

弘

里

男

宏

規

津

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

奈

貞

訓

登

健

三

利

隆

貢

英

　

友

俊

良

由

賢

　

可

道

憲

友

有

照

和

重

匡

行

満

一
昌

本

下

倉

野

田

本

木

本

川

治

辺

水

乞

野

保

林

原

田

田

山

田

井

田

脇

村

邊

野

橋

野

田

前

森

内

秦

池

森

鈴

松

角

丹

渡

清

雨

河

久

松

井

武

上

小

稗

宇

』県
森

木

河

平

石

平

和

子

男

子

子

代

美

晶

男

育

幸

浩

知

全

育

千

忠

司

下

本

端

志

山

井

中

村

方

林

櫻

正

木

杉

蔵

久

小

土

田

田

南

小

小

和輝子

治

也

則

憲

徹

章

子ども安全の日 毎月1日「大丈夫」 一番危険な 思い込み全国交通安全年間スローガン こども部門 佳作

囲返勇証□

優良安全運転管理者

交通安全優良事業所

交通安全優良学校

県 内 表 彰



(6)第 フ9号 わかやまけん交通安全協会だよクリ 令和フ年 (2025年 )新年号

横断歩道は歩行者優先ノ 構[」7歩行者妨害は、   です

横断歩道 l

嘔蛹趙が
Jレ

横
断
者
や
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、

横
断
歩
道
の
直
前
で

一
時
停
止
し
、

歩
行
者
を
横
断
さ
せ
ま
し
よ
う
。

0に

_   ・'日■「  J・

和歌山県の信号機のない横断歩道に歩行者がいた場合、車の停止率は 36.2%で 、
全国平均の 53.0%を 16.8ポイント下回りました。

※ 2024年全国調査 (JAF調べ )

て

0

バ旨

赤卜岬 タタb口 働饒苑リタは証痣籠討 B

■||:勝
;

T□ L8078‐422-2666

安 全 :

1者
塁士|

信号機のない横断歩道における車の一時停止率推移 ...■
“

∞

“

ω

３５

∞

２５

ω

ｌ５

匈

５

０

´■″』~136.2%

2019年  2020年   2021年

日理圏

大人もこどもも手を上げて ,

ドライバーヘの「合図 (サイン)」 と

「感謝 (サ ンクス)」 を忘れずに 1

和歌山察警察/和歌山縣交通安全協会/JA夫済

全国交通安全年間スローガン ー般部門 佳作

爾繭鑢翻饉

そ こ じゃな い  横 断 歩 道 は  少 し先    近畿交通安全デー 毎月15日

ヽ

A

慮嚇 う′

自動車特定整備事業

■L 近畿運輸局長認証

自動車特定整驚事業



令不ロフ年 (2025年 )新年号

(VVeb力 0入、プ ランAの場 合 )

Web申 込みでお得 !

年閲旦壺塾|

(プランD・ E・ Fの場合 )

r――■

ヽ奎L
約7

わかやまけん交通安全協会だより

40 円

弔 フ9号  (フ )

最高3億円1の賠償責任を補償 !

会費は年間

500円

レジャー施設、自動車販売・整備事業所、

飲食店、ホテル・宿泊施設等の協賛店で

割引等のサービスを受けることができます。

会員優待は、協賛店で会員証と運転免許証を見せるだけ !!

会員証は、運転免許更新時等に入会していただいた方に

交付しています。

協賛店のご案内は、当協会ホームページをご覧ください > 椰

1  日 本 花 子 会員の皆様が、万が一交通事故により傷害を

負われ、20日以上継続して入院治療を受け
た場合に、当協会が入院見舞金 (3万円)をお

支払いする制度です。

※お支払いには条件がございます。

詳しくは、交通安全協会総務課 (073-473-1710)
又は県内の各支部でお尋ねください。

交通安全資機材の

提供・貸出し

あなたの会費が
このように

役立つています

全日本交通安全協会の確 慟 隧薇贔 %となつて
_―・   団麟 』ヨ1適用の
‐:‐ : :.■―■‐●||ミ■i琴1事言i二≒幸

=しませんか 自転車会員に入会供 会瞼無料、年会費 30円が
掛金に含まれますも)して『サイクル安心保険」に

力8Jへしましょう。
バンフレットまたは協会ホームベージから「どなたでも入会できます!」

●便利なクレジットカード払いができます!

●掛金がお得です:         勢曜驚要だょ『
0申込み手続き後、すぐ力吹 者票:が

｀
ダ
｀
ウン  24時間、土日祝曰いつ

ロ ー ド で き ま す !1曇 曰送による加入番 のお居けは
=要
ん.で も力0入できます !

詳 し くは「 =般 財 団法 人蚕百本 交 通安 全 協碁
… …
li褻桑 |1良 を ク リック !

kURL〉 https//vvi↓:itsままレ
~   ~~~埒

「

‐~~

WEBからの加入がお得・便利‖ モバイルから加入の
「
ヽ

場合はこちら   U

問い合わせ先 (保険会社薔の相談・苦情・連絡藤口)崚付時間1(営 業店 1+理店ともに,平日午前9時～午後5崎

サ イクル 安 ′ヽ 保 険 コー ル セ ンター  取扱代理店幹 事)株式会社インシュアランスサービス 自転車保険担当窓□

量1撃92♀普i信豫町35信濃町煉瓦館4F TEL 03‐ 4590‐ 1519

酪 震 鑢 聟
菖蜃 早亀憩雪囁 ジヤル 本社ビル14階

自転車保険
事故受付専用

匡亜亜2亘亜≡ヨ 0120-023-192楽
=彗
3認誓総暦

=浮

[[tイ
クルロ心保向

欄ll::::::コ El:1困 EllE:::I:::::III:::i3:::1:iZ:l【 ::ilill::l〔 :l11::::::::::l:::!il=||‖ |,・ .1円 ■||  .‐   ・ `―  …

賠償事故の場合

ご家族全員を
補償 :

詳細 は中面 をご確認 ください 1

国 内で 自転車 を利 用 される方 及び その保護 者 の方 など、
どなたでも入会・加入できます。
※被保険者 (保険 の対象 になる方 )の年齢制限はありません。
(加入手 続きは 16歳以上の方 にてお願 いします )
「サイクル安心保険」への加入には、全日本交通安全協会・
自転車会員への入会が必要です。

・ 自転車会員入会申込書とサイクル安心保険力0入依頼書
は、双方を兼ねていますので、1回の手続きで入会・加入が
できます。

_自 転車会員入会は無料、年会費は30円で年間掛金に含ま
れております。

加入後 は自動継 続なので、更 新手続 きは不要 です。(ク レ
ジットカードの有効期 間切れの場合 、再登録が必要です。)

全国交通安全年間スローガン ー般部門 佳作  歩 き ス マ ホ  狭 ま る 視 野 に  広 が る 危 険   交通事故ゼロの日 毎月25日

i30%適用 !!

鸞躍麗認緊70314590■ 519

運転免許証更新(取得)時に交通安全協会にご入金いただいた

あなた0会費が交通安全活動を童えで二|ますよ
新入学児童に
「貢色いランドセルカバー」
の提供

チャイルドシートの
プラス

貸出しサイン+サンクス運1動|
推進絞:こ

『携帯用横断旗」の提供
「

ノ
広報誌

『交通わかやま」の
発行

入金していただくと、

下記の特典がございます。

交通安全に関する

医亜菫饉画
圧三ニコ

日瓢ヨ亜劃□ ４
一

吻



(8)第 ア9号

交通安全功労者等表彰式

橋本支部

買い物客に交通安全啓発

和歌山東支部

わかやまけん交通安全協会だより

交通安全功労者等表彰式

かつらぎ支部

イベント会場で交通安全啓発

和歌山西支部

令和フ年 (2025年 )新年号

運転者に「早めのライト点灯」を呼びかけ

岩出支部

広報車で交通安全啓発

和歌山北支部

交通安全ポスター展

攀羮賣轟露

買い物客に交通安全啓発

新富支部

fi-A^-y
http://www.wtsa.jpl

二輪車乗車マナーアップ運動

有圏蠅灌支童番

小学校での交通安全教室

田辺支部

震
和
9り幡″響£R会
ちゅういくん

みぎひだり 子ども安全の日毎月1日

交通安全協会各支部又は交通センター内交通安全協会窓□にてお求めください。

また、お問合せは、交通安全協会総務課又は事業課まで。

交通安全協会 総務課 073-473-1710 事業課 073-472-4668

高齢運転者マーク 500円
。マグネットタイプ (税込)
・ステッカータイプ
(マグネットで付かない車両用)
Ч
V″

聴覚障害者
マーク

500円
(税込)

身体障害者
マーク

500円
(税込)

交通安全協会では、下記のマークを販売しております

全国交通安全年間スローガン こども部門 佳作 どんなときも わすれちゃだめだよ

交通事故を減らすため交通安全協会は幅広い活動をしています。

|‐‐てl難鐘‐m騎1:顧躙轟獣
=墓
鷲1霞【戴R「 |

‐
~T¬

交通安全功労者等表彰式

11.

‐T¬

`」
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Lヽ ―‐
IL

躍ｊ

Ｊ
一
一・

:l

‐
露 ‐菫―・1董

圃

一．

日顎

颯
買い物客に交通安全啓発

巫甕糞頌

:     L
L二_: r」

¬ヾ ニヽ

1懸ξl
・11鷲|:|

駅前で交通安全啓発

白浜支部


